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常磐・房総海域で漁獲されたマイワシの

粗脂肪量の季節変動

小林正三

Seasonal Variation in L ipid Content of 

the Japanese Sardine Caught in the Coast 

。fJoban and Boso Regions 

Shozo KOBA YASHI 

常磐・房総海域で漁獲されるマイワシは主に銚子・

波崎漁港に水揚げされる。近年の両i巷のマイワシ水揚

量は， 1986年の60万トンをピ}クに年々減少し， 95年

は11万トンであった。このように水湯量は減少してい

るが，両港の全水揚量に占めるマイワシの比率は依然

としてもっとも高い。銚子・波崎漁港に水揚げされる

マイワシは，その一部カ羽目工用に向けられ，缶詰，練

製品，丸干しなどに加工されている。マイワシは季節

によって粗脂肪量が変動し，それによって加工適性は

異なる。例えば，練製品には粗脂肪量の少ないものが，

缶詰には粗脂肪量の多いものが要求される。

マイワシを利用・加工する上で粗脂肪量の変動を把

握することは重要であるが，その粗脂肪量を周年にわ

たり長期間測定した例は見あたらない。

このような背景のもとに，当場銚子分室では1992年

から銚子漁港に水揚げされたマイワシの粗脂肪量を測

定している。今回 4年分の粗脂肪量測定データを解

析し，可食部とラウンドの粗脂肪量の関係，粗脂肪量

および肥満度の季節変動，肥満度と粗服肪量の関係に

ついて若干の知見が得られたので報告する。

試料と方法

試料は，常磐南部から九十九里i'l'(北緯37'00' -35 
， 20' )の海域で漁獲され，銚子漁港に水揚げされた

マイワシの中から魚体の大きいものから小さいものま

で幅広く 5尾前後を抽出した。体長，体重を測定後，

可食部(肉質部および中骨)および非可食部(頭および

内臓)に分け，それぞれの重量および粗脂肪量を測定

した。粗脂肪量はエーテル抽出法1)で測定した。ラウ

ンド(金魚体)の粗脂肪量は，可食部およぴ

重量と粗脂肪量から算出した。

肥満度2)は次式により求めた。

肥満度=体重(g)/体長(cm)3X103 

データの解析には1992年1月-1995年12月の539尾

分の測定デ}タを用いた。これを地元市場の呼称にし

たがって，体長20cm以上を大羽， 18-19.9cmをニタリ，

16-17.9cmを中羽， 12-15.9cmを小中羽に区分した。

また，肥満度と粗脂肪量の関係においては，間体差に

よるぱらつきを小さくするため，魚体サイズ別に測定

日ごとの平均値(日別平均)を算出した。

結果と考察

1.試料の体長組成

試料の体長組成を表1に示す。試料の体長組成は，

年および季節によって異なっていた。 1992年1-7月

は小中羽一中平jがほとんどなく，ニタリー大羽の試料

が多く， 11月から小中羽が混じるようになった。 93-

95年は，冬から春は小中羽一中羽が多く，春から夏l立

中羽一大羽の試科が多い傾向がみられた。

2.可食部粗脂肪量とラウンド粗勝紡量の関係

マイワシの可食部粗脂肪量とラウンド粗脂肪量の関

係を図1に示す。可食部粗脂肪量とラウンド粗脂肪量

は正比例し，高い相関を示した。また，両者の差はほ

とんどの個体が2%以内であった。

木村ら3)は，全魚体の脂肪含有最は頭部・尾部およ

び内臓を除去した魚体の脂肪含有最とほとんど同じと

みなし得るとしている。本報告でも同犠のことがいえ，

マイワシの粗脂肪量は可食部またはラウンドのどちら

か一方で表せばよいと考えられた。したがって，以下

は可食部粗脂肪量をマイワシ粗脂肪量として表す。
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試料の体長組成

やぞ 1992 1993 

1 2 3 4 5 6 7 日 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

12.0-14.9回 2 5 10 11 12 4 

15.0-15.9団 5 7 1 

16.0-16.9阻 1 1 1 3 1 1 I 1 

17.0-17.9佃 2 1 4 4 6 6 

18.0-18.9咽 2 3 1 1 2 1 12 1 

19.0-19.900 5 2 6 8 2 4 1 2 2 5 

20.0四三五 5 5 9110 9 1 12 5 2 5 12 5 4 1 4 

測定尾数 12 12 15 20 12 12 5 。5 。10 5 10 20 20 5 15 10 15 25 5 5 。。

表1

よぞ
1994 1995 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

12.0-14.9佃 3 4 2 3 4 7 

15.0-15.9四 1 3 2 1 3 1 

16.0-16.9四 2 3 1 2 1 2 1 2 4 3 1 4 

17.0-17.9佃 2 2 1 1 3 8 3 1 1 2 2 l 5 2 3 

18.0-18.9回 7 3 1 5 5 3 4 1 1 1 3 4 4 3 4 1 3 2 

19.0-19.900 7 I 4 8 1 5 2 l 1 4 1 4 2 3 1 3 1 2 

20.0田三五 3 1 8 1 10 10 7 6 3 1 2 6110 12 3 7 3 3 

測定尾数 20 15 20 25 20 20 20 10 。。。5 10 15 15 。15 20 20 10 。15 5 21 
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(1ω2-1995年)マイワシ可食部粗脂肪量とラウンド粗脂肪量の関係図1
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マイワシ粗肪肪量およひ7肥満度の季節変動
(1992-1995年)

12月11 10 g 8 

図2

6 4 3 1 

く，その極小・極大が不明瞭であった。また，大型魚

ほど極大が高い傾向があった。

マイワシの粗脂肪量が変動する要因として，産卵と

の関係4)が推測される。マイワシは産卵に向かつて体

脂肪が生殖腺に吸収され，産卵期の春に粗脂肪量がも

っとも低くなる。産卵後，次の産卵にそなえ，脂肪を

蓄積し，夏に栄養状態が最高になり，粗脂肪量がもっ

とも高くなると推測される。

4.肥満度と粗脂肪量の関係
季節別のマイワシ肥満度と粗脂肪量の関係を図3に

示す。肥満度と粗脂肪量は正比例し，周年の回帰直線

の傾きはニタリ，大羽， ql羽の販に大きく，小中羽が
もっとも小さかった。

周年の肥満度と粗脂肪量の回帰式による粗脂肪量の

推定は，粗脂肪量のばらつきが大きく困難であると思

われた。しかし，季節別にデータの分布をみると，季

節によって肥満度と粗脂肪量の関係は異なり，表2に

示す季節別の肥満度と粗脂肪量の回帰式によってマイ

3. *11脂肪量および肥満度の季節変動
マイワシの粗脂肪量およひ、肥満度の季節変動を図2

に示す。

粗脂肪量は春にもっとも低く， 5月頃より急速に増

加して夏にもっとも高くなり，秋から春にかけて次第

に減少した。粗脂肪量の極小は，大羽・ニタリは3月，

中羽・小中羽は3月頃であったが不明瞭であった。ま

た，中羽は{也に比べ，個体差が大きくやや高い傾向が

あった。極大は，大羽・ニタリは7月頃， ， t:1羽は 6~

8月であった。小中羽は夏~秋に高めであるが，明瞭

な極大がみられなかった。

肥満度は粗脂肪量ほど大きな変化を示さなかった均三

ほほ同様の季節変動を示した。肥満!主の極小は，大羽

一中羽は 3 月頃であった。極大は，大羽は 7~8 月，

ニタリ・中羽は6-8月であった。小中羽は冬一春に

低く，夏一秋に高めであったが，明瞭な極小・極大は

みられなかった。

粗脂肪量および肥満度は，小型魚ほど変動隔が小さ
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図3

季節別のマイワシ肥満度と粗脂肪量の回帰式

i匝獲時期 大羽 ータリ 中羽 小中羽

1-2月 Y=4.56X-43.。Y=4.23X-40目9 Yニ1.86X-13.6 Yニ1.98X-16.1
(r=O.ω0) (1二 0.805) (r=0.352) (rニ0.621)

3-4月 Y=1.27X-10.8 Yニ1.65X-15.4 Y=2.57X-23.3 Y=1.74X-14.3 

(1ニ0.651) (r=0.524) (r=0.600) (r=0.554) 

5-6月 Y=3.08X-25.6 Y二 3目81X-36.。Y =4. 33X -41. 5 
(rニ0.675) (r=0.672) (r=0.764) 

7-8月 Y=3.32X-24.5 Y=2.75X-17目5 Yニ3.45X-28.6

(r=0.738) (r=0.789) (r=0.801) 

9 -12月 Y=2.82X-19.1 Y=4.13X-37.9 Y二 3.86X-36.7 Yニ2.65X-20.7

(r=0.722) (1二 0.785) (r=0.749) (r=0.899) 

表2

r 相関係数x:肥満度，Y:粗脂肪量，
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ワシの粗脂肪量をある程度推定することができた。

悶帰式で算出した粗脂肪量推定伎と実測値との差は

最大約8%であった。また，推定値の誤差許容範閤を

仮に士 3%としたときの的中率は，大羽が83%，ニタ

リが80%，中羽が65%，小中羽が90%であった。

マイワシの粗脂肪量は，比重3)，?肖化管付着脂肪量

SJ)，水分6，7)などと相関があり，これらの性状からマ

イワシの粗脂肪量を推定できることが報告されている。

肥満度はこれらの性状に比べ，魚体を破壊することな

く直ちに測定することが可能で，肥満度による粗脂肪

量の推定は，水産加工の現場において有効な手段であ

ると考えられる。

相沢ら川立， 1976-77年の 7-10月に道東でI魚獲さ

れたマイワシについて，肥満度と粗目旨肪量の相関を検

討しているが，本報告に比べその相関は低い(1976年

r =0.394， 1977年:r =0.636)。道東で漁獲され

るマイワシは 1年の中で栄養状態がもっとも高い索

餌北上期のもので，粗脂肪量および肥満度の変動幅が

小さい。一方，常磐・房総海域では産卵群から索餌北

上群，索餌南下群まで長期間マイワシが漁獲され，肥

満度および粗脂肪量の幅広い値が得られるため，道東

産マイワシに比べ相関が高かったと考えられる。

また，大谷ら紛は， 1934-36年の茨城県沿岸産中羽

イワシについて，肥満度によって脂肪含有量を推定す

ることができないとしている。大谷らが試科に用いた

マイワシは体長10-15cmの小型魚で，本報告でも体長

12-15.9cmの小中羽は，大羽一中羽に比べて肥満度と

粗脂肪量の相関は低い。したがって，小中羽以下のマ

イワシでは，小型魚ほど肥満度と粗脂肪量の相関は低

くなると推測される。

肥満度と粗脂肪量の関係で解析に用いた日別平均は，

5尾前後のマイワシを魚体サイズ別に分け算出したた

め，測定日のマイワシ魚体組成により，データは1尾

のみの場合から 5尾前後の平均値の場合まで様々であ

る。測定1回あたりの魚体サイズごとの測定数を増や

し平均をとれば，ぱらつきはさらに小さくなると思わ

れる。今後は試料の収集方法も検討する必要がある。
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要約

1 )常磐・房総海域で漁獲されるマイワシの粗脂肪量

の季節変動を把握するため， 1992年1月から銚子

漁港に水揚げされたマイワシの粗肪肪量の測定を

行った。今回， 1995年12月までの4年分のデータ

を解析した。

2 )可食昔日粗脂肪量とラウンド粗脂肪量は正比例し，

その相関係数は極めて高かった。可食部とラウン

ドの粗脂肪量は周年にわたりほとんど同じである

ことがわかった。

3 )粗脂肪量および肥満度は春にもっとも低く，夏に

もっとも高かった。その変動幅は，小型魚、ほど小

さく，極小・極大が不明瞭であった。また，極大

は大型魚ほど高い傾向があった。

4 )マイワシ肥満度と草創旨肪量は正比例し，その関係

は季節によって異なっていた。季節別の肥満度と

粗脂肪量の回帰式により，マイワシの肥満度から

粗脂肪量をある程度推定できることが判明した。
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